
（実績）
治山事業

事業費 事業内容
暗渠工 暗渠工
法枠工 法枠工
柵工 柵工
伏工 R01(補正) 伏工

礼文町 法切工 法切工
(ベンザイトマリ地区) 植栽工

防風工 R9 (58)

谷止工 谷止工
土留工 土留工
水路工 水路工
暗渠工 R02 暗渠工

礼文町 法枠工 法枠工
(津軽地区) 柵工 柵工

伏工 R08 (188) 伏工
法切工 法切工
植栽工
筋工
土留工 柵工
水路工 伏工
暗渠工 R04

礼文町 法枠工
(礼文地域) 柵工

伏工 R11 (69)
法切工
谷止工
土留工 土留工
法枠工 法枠工
伏工 R06 伏工

礼文町 暗渠工 暗渠工
(高山地区) 法切工 法切工

水路工 R08 (147) 水路工
植栽工

R2
猿払村 柵工 柵工

(知来別地区) 植栽工 植栽工
R7 (42)

暗渠工 R07 暗渠工
稚内市 法枠工 法枠工

(宗谷岬地区) 伏工 伏工
法切工 (23) 法切工

2 復旧治山

　令和２年８月の豪雨により山腹崩壊及び土砂流
出が発生した箇所である。直下には，人家及び道
道があり、今後の降雨等によりさらに拡大崩壊や
土砂の流出の発生が懸念されることから保安林の
指定目的である土砂崩壊防備機能の早期復旧、次
期災害の防止を図る。

3

R1.8の台風10号により岩盤斜面の拡大崩壊が発生
し、落石は既設の落石防止網や土留工の落石防止
柵を乗り越え人家のすぐ裏まで差し迫った。
当計画地はこのような岩盤斜面が人家裏一帯に続
いており、今後の降雨等による拡大崩壊や不安定
な岩盤からの落石の発生が懸念されているため、
保安林の指定目的である「土砂崩壊防備機能」の
早期復旧、次期災害の防止を図る。

山地災害重点
地域総合対策

　当計画地である礼文島（礼文町）は、平成26
年、平成28年、令和2年と近年山腹崩壊による災
害が続いている地域である。
　今後の豪雨などに備え、島内全域の斜面を航空
レーザー測量により詳細に調査し、山腹崩壊に繋
がる亀裂や段差地形等の判読を行い抽出された要
対策箇所において事業を実施していくことで、地
域住民の安心･安全の確保を図る。

【令和７年度】

～ 525

整
理
番
号

事業名 実施箇所
全体

事業内容
事業実施目的

4 緊急総合治山

令和5年11月の降雨により礼文島で多数の山腹崩
壊が発生し、山腹直下の人家及び町道まで土砂が
流出し被害を与えた。
　当該地区は海岸段丘斜面の新第三紀の礫質土・
未固結堆積物の砂礫層から形成されている。また
隣接斜面においても同様の崩壊が発生する恐れが
あるため、早期復旧、次期災害の防止を図る必要
がある。

570

1 復旧治山 ～ 619

188

46

事業
予定
期間

全体
事業費
（百万円）

計画
（実績）

60～

60

～ 344 60

34

5 防災林造成

平成31年3月なだれが発生し、民家裏まで迫っ
た。当該計画地は平均斜面勾配35°を呈してお
り、1年を通じて強風の影響を受ける地域で、毎
年雪庇などができるためなだれ発生の危険性が高
い。　当該斜面については，保安林機能の早期回
復，なだれの発生を防止する林帯の造成を目的と
し，植栽工による森林への復旧を図る。また，森
林が健全に育成・形成する間のなだれの発生の予
防に資する対策として，柵工（なだれ予防柵）を
設置する。

～ 165

6 小規模治山

令和2年8月の大雨の際に、斜面の一部において表
層の崩壊が確認されたこのことから、崩壊斜面の
森林化及び堆積している土砂の移動防止等を図る
必要があることから山腹工を計画。

34


